
「主体的・対話的で深い学び」体験プログラム③

生物多様性の宝庫「柏島の里海」から学ぶ

「森・川・海」 の つながり
プログラムの流れ

プログラムの概要・目的プログラムの教育効果

○当日必要なご用意いただくもの
‣ 動きやすい服装/運動靴 ‣ 帽子/日焼け止め
‣ 雨具、タオル（汗拭き用）‣軍手

※事前学習用ガイドブック（１冊300円）

【座学】
○黒潮実感センターの活動と

「森・川・海のつながり」について

【フィールドワーク】
○浜辺の宝物探し

・微小貝の生息を確認

※微小貝とは、１㎝以下の綺麗な海に生息する
貝の総称です

○漂着物調査（リストを基に集計し傾向を調査）

・仕分係、集計係、記録係、写真係など、
1チーム 5～6人で構成

【座学】
○まとめの講義
○生徒から感想や

目標などの発表

定 員
15～40名まで
（40名以上は要相談）

設定期間 通年

所要時間 約3時間00分

アクセス
黒潮拳ノ川ICから
車で約110分

体験料金の一部を
海の中の森づくり活動に寄付します

30
分

30

分

60
分

豊かな森から流れてくる栄養豊富な水が、多種多様な生き物が生息する
豊かな海を作る一方で、私たちが暮らしている所から流れ出たゴミが海
へ行き着き、海の環境や生態系を破壊している事実もあります。このよ
うな森と海の密接なつながりから、「自然の恵み」と「自然環境に及ぼ
す影響」を考えることで、自分たちが大人になり次の世代へ美しい形で
バトンを渡すために、今からでもできることは何かを楽しく学びます。

柏島を海のフィールド・ミュージアム「島がまるごと博
物館」と捉え、環境教育（里海教育）、環境保全、地域
の活性化など、持続可能な「里海」モデルをこの地に作
る活動を行っている黒潮実感センターで、山・川・海の
つながりや、海の生き物のこと、人々の暮らしと海との
関係について学び、考え方を深めます。

30
分

【実施場所】柏島エリア
【実施団体】NPO法人黒潮実感センター

＊第5回生物多様性日本アワード グランプリ受賞
＊第22回日本水大賞 環境大臣賞受賞 他

【受入窓口】（一社）幡多広域観光協議会
☎ 0880-31-0233（担当：ひがし）
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